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標

津

俵

橋

泥

炭

地

桜

田

純

司

俵
橋

泥
炭

地
は
、
標
津
川
お
よ
び
標
津
川

の
支

流

・
武
佐
川

の
周
辺

一
帯

の
泥
炭

地
を
い
い
、
地

形
的

に
み
て
だ

い
た

い
三

つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
る
。
す

な
わ
ち
標
津
川
の
南
側
、
北
側

お
よ
び

標
津
川
と
武

佐
川

に
は
さ
ま
れ
た
地
区
で
あ

る
。

こ
の
地
区
は
標
津
川
河
口
に
近
い
と
こ
ろ
の
泥



炭
地
を
除

い
て
、
標
高

五

メ
ー
ト
ル
以
上

で
あ

り

泥
炭
地
と
し

て

一
九

メ
ー
ト
ル
ま

で
分
布
し

て
い

る
。
背
後
丘
陵
地

か
ら
河
川
ま
で
の
泥
炭

地
は
く

ぼ
地
も

あ
る
が
、
勾
配

で
ほ
ぼ
○

・
〇
二
～
○

・

〇

三
、
だ

い
た
い
平
坦
と

い
え
る
。

泥
炭

の
堆
積
状
態

は
地
表
下
30

セ
ソ
チ
メ
ー
ト

ル
内
外

は
ビ

ロ
ウ
ド

ス
ゲ
、

ワ
タ

ス
ゲ
、

ヌ
マ
ガ

ヤ
な
ど
が
主
材
と
な
り
、
中
間
に
火
山
灰
を
含
ん

で
い
る
。
最

下
層

は

ヨ
シ
、

ハ
ン
ノ
キ
を
主
材
と

す
る
低
位
泥
炭

と
な

っ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
中標津俵橋地区草地(A団 地)

間
泥
炭

地
の
内
外
に
、
か
な

り
の
面
積
に
わ
た

っ

て
高
位

泥
炭
地
、
低
位
泥
炭
地

が

存

在

し

て

い

る
。
高
位
泥
炭
地
の
堆
積
状
態

は
地
表
下
五
〇

セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
が

ミ
ズ

コ
ケ
を
主
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
泥
炭
地
は
泥
炭

の
堆
積
深
さ
が
三
～

五

メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
が
、
場
所

に
よ

っ
て
は

一
メ
ー
ト
ル
前
後

の
浅
い
と
こ
ろ
に
緊
密
な
火
山

灰
が
あ

っ
て
、
支
線
排
水
路
の
底
部

に
そ
れ
が
露

表一泥炭の物理性 昭和48年8月 試料採取

点陳 さ隙 戦 体鯉 職 キ韓 熱減量擁 度地
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木場排水

キヨ施工

区地点

出
し
、
泥
炭
層

と
の
界
で
く
ず
れ
な
ど
が
起
き

て

い
る
の
が
み
ら
れ

る
。

俵
橋
地
区
泥
炭
地

は
昭
和
二
十

八
年

に

一
二
一二

戸
入
植

の
開
拓
計
画
が
な
さ
れ
た
が
、
計
画
だ
け

に
終
り
、
ま
た
泥
炭

の
工
業
利
用
を
目
的
と
す
る

調
査
も
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
頃

に
後
背

地

の
農
業
開
発
の
た
め
、
標
津
川

・
武
佐
川

の
河

川
改
修

工
事
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、

昭
和
三
十

八
年

に
俵
橋

泥
炭
地
を
乳
牛
育
成
基
地

に
し
よ
う
と
し

て
大
規
模
草
地
改
良
事
業

の
調
査

計

画
が
は
じ
め
ら
れ
、
三

つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
約
九
三

〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
放
牧

地
、
採
草
地
が
昭
和

四
十

四
年
着

工
さ
れ

て
、
現
在
約
七

一
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル

の
草
地
造
成
が
完
了
し
て
い
る
。

草

地
造
成
以
前

の
泥
炭
地
は
谷
地
坊
主
が
よ
く

発
達

し
て

い
て
地
表

一
面
に
小

さ
い
凸
凹
が
た
く

さ
ん
み
ら
れ
、
排
水
が
悪

い
な
ど
は
他
の
泥
炭
地

と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
草
地
造
成
が
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
泥
炭
地
の
草
地
化

の
技

術
の
進

歩

に
よ
り

一
般
土
壌

の
草
地
と
大
差
な

い
も
の
ま

で
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
が
、
ま
だ
泥
炭
地
特
有

の
問
題
点
が
存
在
し

て
い
る
。

こ
の
地
区

の
泥
炭
地
は
深

さ
二
〇

セ
ソ
チ
メ
ー

ト
ル
前
後

に
火
山
灰
層
を
含
む
た
め
と
、
泥
炭
そ

の
も

の
が
繊
維
質

で
あ
る
た
め
に
、
他

の
泥
炭
地

に
比
べ
て
堅
さ
が
幾
分
あ

る
。
そ
れ

で
地
表
面
か

ら
深

さ
四
〇

セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
泥
炭

の
物

理
性

に

つ
い
て
、
草

地
造
成
地
点
と
未
造
成

地
点

を
比
べ
る
と
表

の
ご
と
く

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る

と
場
所

の
違

い
も
あ
る
が
、
草

地
造
成
す
る
こ
と

に
よ
り
火
山
灰
が
各
層

に
入
る
た
め
か
比
重

が
大

き

く
な
り
、
ま
た
排
水
、
放
牧

に
よ
る
圧
密
、
圧

縮
、
牧
草

の
根

に
よ
る
単
重

の
増

大

が

み
ら

れ

る
。
ま
た
、

こ
の
泥
炭
で
乾
燥
収
縮
実
験
を
行

っ

て
み
る
と
、
収
縮
量

は
小
さ
く
火
山
炭
を
含
む
場

合

は
三
〇

パ
ー

セ
ソ
ト
、
火
山
灰
を
含
ま
な

い
場

合

で
四
〇
パ
ー

セ
ソ
ト
で
あ
る
。

こ
れ
は
分
解
分

の
多

い
み
そ
泥
炭

な
ど
の
場
合

の
収
縮
量
が
六
〇

～

七
〇
パ
ー

セ
ソ
ト
に
達
す
る
の
に
比
べ
る
と
、

非
常

に
小
さ

い
値

で
あ

る
。
ま
た
泥
炭

の
水
分
保

持
試
験

に
お

い
て
も
幾
分
小
さ
い
値
を
示
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
俵
橋
地
区
泥
炭

は
泥

炭

の
中

で
も
前
述

の
よ
う

に
繊
維
質

で
、
構
造
的

に
か
な
り
堅
牢
な
部
類

に
は

い
る
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。

一
般
的

に
み
て
地
形
、
標
高
、
泥
炭

の
物

理
性
な
ど

か
ら
み
て
、
標
津
俵
橋

地
区
は
他
の

一

部
の
泥
炭
地
よ
り
も
、
草
地
と
し
て
利
用
さ
れ
や

す
い
状
態

に
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(北
大
農
学
部
農
業
土
木
教
室
)
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